
 

202４（令和６年）７月２９日 

福 山 市 立 東 朋 中 学 校 

７月末に「生命の安全教育」を学習しました。各学年内容が違い、1 部スライドと授業の感想を載せています。 

気持ちの上手な伝え方として、「あなた」が主語の “You メッセージ”、「わたし」を主語にした“I メ ッセー

ジ”について取り組みました。「あなた」が主語の “You メッセージ” ではなく、「わたし」を主語にした“I メ 

ッセージ”で話せば、相手を責めずに自分の気持ちやお願いを伝えられると思います。是非、日々の中で活用し

てみてくださいね！ 

 
 

 

 

 

 

 

1 年生：心と体の距離感、デート DV・SNS トラブル 

 

 

～感想～ 

⚫ 自分の気持ちを大切にするのと同時に相手の気持ちも尊重する。 

⚫ パーソナルスペースを保ち、嫌なことは嫌とはっきり言うようにしたい。 

⚫ 性暴力や SNS 性被害にあったら相談する 

⚫ 写真や文などに個人情報が含まれていないかを確認して投稿する。 

⚫ SNS での犯罪や被害を知っておくことも SNS 被害を防ぐためにも大切だと思った。 

⚫ SNS は誰が見るか分からないから、自分の顔や制服などの投稿はしないほうがいいと思った。 

 

 

Ｙｏｕメッセージ（あなたは）― 

⚫ なんで嘘ついたの⁉ 

⚫ 嘘つかないで、信じられない 

⚫ こっちが先に約束したのに…気持ち考えてよ。 

⚫ 私の気持ちなんて考えてないでしょ。理由を 

教えてよ。 

Ｉメッセージ（わたしは） 
⚫ 違う人と遊ぶ約束しているんだったら、

先に言ってほしかった。 

⚫ 嘘ついて遊んでたのが悲しかったな 

⚫ 嘘をつかずに素直に言ってほしかった。 

⚫ 嫌われたのかな… 

～感想～ 
⚫ 相手を罵倒するのではなく、自分の気持ちを先に伝え

ると争いが起きずに、仲直ができると思った。 

⚫ 言い方で印象がすごく変わることに気づいた。自分の

考えも相手が傷つかないように伝える。 

⚫ 「You メッセージ」はとても怖く、威圧感を感じたが、

「I メッセージ」は相手のことを気遣っており、柔らか

い印象を受けたので、「I メッセージ」を使いたい。 



保護者の皆様へ 
7 月 22 日に A4 裏表印刷の「生命（いのち）の安全教育について ～保護者のみなさんへ～」を配付しまし

た。近年の性犯罪被害やデート DV の若年層での増加をうけ、子どもたちを性被害の加害者にも被害者にも傍

観者にもしないことを目標に、内閣府と文部科学省において全国の学校での実施がすすめられています。 

今回、生命の尊さを学び、性暴力の根底にある誤った認識や行動、また、性暴力が及ぼす影響などを正しく

理解した上で、生命を大切にする考えや、自分や相手、一人一人を尊重する態度等を発達段階に応じて身に付

けることを目指し取り組みました。ご家庭でも生命（いのち）の安全教育について話題にしてみてください。 

 

 

もし、性暴力にあってしまったら、友達が性暴力にあったら、性暴力を目撃したら、ひとりで抱え込んだり、自分た

ちふぁけで解決しようとしないで、信頼できる大人（学校の先生、スクールカウンセラー、保護者など）などだれかに

話してみましょう。もし、周りの人に話せないときは、あなたを助けてくれるところがあります。 

 

一人一人の命が大切にされる 

加害者にも被害者にもならない…を目指して悩んだり、疑問に思うことがある時などいつでも相談してください！ 
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～感想～ 

⚫ デート DV はされても「好きだから」となって別れたりするのが難しそうだと思った。 

⚫ 蹴ったり、殴ったりだけではなく、言葉の暴力や異性の LINE を消すなどデート DV に入ることが分かった。 

⚫ 何かあったときは、相談窓口で相談したり、相手と話し合うことが大切だと分かった。 

⚫ 女性が DV をされるのはニュースでよく聞くけど、男性も女性の半数ほど DV を受けているのは知らなくてビ

ックリした。 

⚫ 自分がやられて嫌なことは相手も嫌だと思うから、相手のことを考えることが大切だと思った。 

⚫ 相手と対等な関係（お互いが自分の意見をしっかり言える関係）を築いていけるようにすべきだなと思った。 

「あなたはデート DV と言う言葉を知ってい

ますか？」というアンケートを 1 年生と 3 年

生に実施したところ以下の結果になりまし

た。 

1年生は「知らない」と回答した生徒が半分

以上いましたが、授業を通してほとんどの生

徒が「詳しく知ることができた」「なんとなく

分かった」と肯定的な回答していました。 


